
同
月
八
日

五
月

①

聴
員
そ
の
他

昭
和
十
三
年

同

第
十
六
節

昭
和
十
三
年

（
「
任
免
関
係
原
諮
綴
」
そ
の
他
に
よ
る
。
）

一
月
十
三
H

東
京
帝
国
大
学
殷
学
部
副
手
中
村
混
は
図
画
師
範
科
の
園
芸

に
関
す
る
科
外
講
義
を

一
月
か
ら
三
月
ま
で
臨
時
康
託
さ
れ
る
。

二
月
十
六
日

フ
ラ
ソ

ス
語
授
業
康
託
新
規
矩
男
は
講
師
（
無
報
酬
）
に
任

命
さ
れ
る
。
事
務
隅
託
（
文
庫
課
兼
務
）
は
従
来
ど
お
り
と
す
る
。

三
月
三
十

一
日
講
師
北
村
耕
造
は
病
気
の
た
め
依
願
解
隅
と
な
り
、
菊
地

白
は
購
師
（
建
築
材
料
お
よ
び
施
工
法
授
業
担
任
）
を
嘱
託
さ
れ
る
。

四
月

二
日

前

年
同
様
岸
熊
吉
、
新
納
忠
之
介
、
富
田

一
昭
、
入
江
幾
治

郎
、
安
間
立
雄
は
修
学
旅
行
の
臨
時
実
地
指
母
を
嘱
託
さ
れ
る
。
学
術
実

地
指
西
の
た
め
海
野
消
、
松
垣
鉱
雄
、
森
田
武
は
四
月
十

一
日
よ
り
往
復

と
も
十
六
日
間
、

三
重
県
、
奈
良
県
、
京
都
府
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
佐

々
木
卓
は
四
月
十

一
日
よ
り
往
復
と
も
九
日
間
、

三
重
限
、

奈
良
県
へ
出

張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
じ
く
修
学
旅
行
の
た
め
北
補
大
介
は
四
月
十
八
日

よ
り
往
復
と
も
九
日
間
、
奈
良
県
、
京
都
府
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
瀬
谷

義
広
は
四
月
十
日
よ
り
往
復
と
も
十
七
日
間
、
村
田
良
策
、
鎌
倉
芳
太
郎

は
四
月
十

一
日
よ
り
往
復
と
も
十
六
日
間
、

三
重
県
、
奈
良
原
、
取
都
府

へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

鹿
島
則
元
（
昭
和
十
三
年
図
画
師
範
科
卒
）
は
図
画
お
よ
び
手

工
授
業
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
十
一
日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
、
校
長
芝
田
徹
心
は
生
徒
修
学
旅
行
状
況

視
察
の
た
め
三
重
県
、
奈
良
原
、
京
都
府
へ
出
張
。

日

同
月
十
四
日

同
月
三
十
日

教
授
川
合
玉
堂
は
依
願
免
本
官
と
な
る
。

体
操
授
業
臨
時
嘱
託
坂
下
四
郎
助
は
依
願
解
嘱
と
な
る
。

教
授
結
城
素
明
は
図
画
師
範
科
主
任
を
免
ぜ
ら
れ
、
日
本
画

科
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
小
林
万
吾
は
油
画
科
理
事
を
免
ぜ
ら
れ
、
図

画
師
範
科
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
同
南
蕉
造
は
油
画
科
理
事
を
命
ぜ
ら
れ

る
。

五
月
六
日
小
塚
新

一
郎
は
本
校
よ
り
欧
州
各
国
に
お
け
る
社
会
教
育
佑
況

調
査
を
嘱
託
さ
れ
る
。

同
月
九
日
荒
木
実
――一
郎
は
体
操
、
教
錬
授
業
を
臨
時
囁
託
さ
れ
る
。

片
岡
美
登
は
臨
時
版
画
教
室
木
版
部
指
焉
を
臨
時
嘱
託
さ

同
月
二
十
三
日

れ
る
。

同
月
二
十
四
日
生
徒
野
常
油
習
に
つ
き
家
所
政
伝
、
内
山
誂
、
荒
木
実
＝――

郎
、
佐
藤
重
吉
は
五
月
二
十
五
日
よ
り
往
復
と
も
四
日
問
、
習
志
野
へ
出

張
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
じ
く
広
川
松
五
郎
（
五
月
二
十
六
日
即
日
帰
京
）
、

森
田
亀
之
助
、
深
瀬
嘉
臣
（
同

二
十
七
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
）
は
習

志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
三
十
一
日

同
じ
く
家
所
政
仏
、
内
山
譲
、
荒
木
実
一二
郎
（
六
月

一
日

よ
り
往
復
と
も
四
日
問
）
、
武
田
寿
（
六
月

一
日
、
同
月
――
-H
よ
り
往
復

と
も
二
日
間
）
、
田
辺
孝
次
、
羽
野
禎
三

（
同
月

一
日
よ
り
往
復
と
も
二

日
閤
）
は
習
志
野
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

藤
島
武
二
を
陸
軍
省
事
務
嘱
託
と
し
て
中
支
方
面
へ
派
追
す
る
こ
と

が
文
部
省
よ
り
許
可
さ
れ
る
。

同
月
高
村
盟
周
、
伊
原
宇
三
郎
、
矢
沢
弦
月
は
学
術
研
究
の
た
め
朝
鮮
京

城
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
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九
月
七
日

晋
北
自
治
政
府
よ
り
大
同
郡
市
計
画
を
依
頼
さ
れ
た
講
師
関
野

克
は
九
月
五
日
よ
り
約
一
一
カ
月
問
、
満
州
国
お
よ
び
中
蔀
民
国
へ
出
張
を

命
ぜ
ら
れ
る
。

る
。

同
月
十
九
日

名
管
教
授
正
木
直
彦
は
東
亜
文
教
協
会
（
仮
名
）
発
会
式
参

列
の
た
め
八
月
二
十
日
よ
り
三
週
間
、
中
華
民
国
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ

八
月
l

日

荒

木

実

――一
郎
、
依
願
解
嘱
゜

る
。

同
じ
く
家
所
政
信
、
内
山
譲
、
荒
木
実
――一
郎
（
六
月
十
五
日

よ
り
往
復
と
も
四
日
間
）
、

武
田
寿
（
同
月
十
七
日
よ
り
往
復
と
も
二
日

間）
、
浜
野
太
吉
（
同
月
十
六
日
）
、
高
橋
吉
雄
（
同
月
十
七
日
よ
り
往
復

と
も
一
一
日
間）

は
習
志
野

へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
三
十
日

大

口
和
夫
は
本
校
事
務
（
文
庫
課
）
を
隅
託
さ
れ
る
。

七
月

一
日
同
じ
く
家
所
政
信
、
内
山
譲
、
荒
木
実
――一
郎
（
七
月
四
日
よ
り

往
復
と
も
四
日
間
）
、
佐
藤
重
吉
（
同
月
六
日
よ
り
往
復
と
も
二
日
間
）
は

習
志
野
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
七
日
陸
軍
歩
兵
大
佐
家
所
政
信
は
本
校
服
務
を
免
ぜ
ら
れ
、
陸
軍
騎

兵
中
佐
森
知
虎
が
本
校
服
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
一
日
片
岡
照
――一
郎
は
漆
工
部
彫
鍍
実
習
授
業
を
一

学
期
間
臨
時
鼎

託
さ
れ
る
。

同
月
十
六
日
本
年
七
月
十
一
日
よ
り
五
日
問
、
集
団
勤
労
作
業
実
施
の

際
、
ラ
ジ
オ
体
操
実
地
指
消
を
依
頼
し
た
川
島
三
郎
に
謝
俊

二
十

円

賠

トナ
。

同
月
三
十
日

ハ
月
十
四
日

型
田
朝
一
郎
は
体
操
、
教
練
授
業
担
任
講
師
を
縣
託
さ
れ

陸
軍
歩
兵
少
尉
内
山
譲
に
代
わ
っ
て
同
石
黒
宗
吉
が
本
校
服
務

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
十
七
日
森
知
虎
に
代
わ
っ
て
陸
軍
歩
兵
大
佐
栂
尾
他
家
治
が
本
校
服

務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
二
十
二
日
職
員
中
よ
り
藤
島
武
二
、
小
林
万
吾
、
建
畠
大
夢
、
田
辺

至
、
海
野
清
、
関
野
型
雲
、
広
川
松
五
郎
、
松
田
権
六
、
伊
原
宇
三
郎
、

杉
田
精
二
、
沼
田
一
雅
、
加
藤
顕
消
が
第
二
回
文
部
省
美
術
展
宜
会
審
査

員
を
依
嘱
さ
れ
る
。

同

左

記

の

請

願

雷

に

基

づ

き

、

本

校

は

江

島

信

一
（
大
正
四
年

金
工
科
卒
。
宮
内
省
、
天
宜
堂
に
勤
務
。
前
年
―
一
度
に
亙
り
満
州、

北
支

の
古
美
術
調
査
実
施
）
に
蒙
古
地
方
に
お
け
る
古
美
術
蒐
集
に
関
す
る
事

請
願
書

蒙
古
金
工
作
品
標
本
蒐
集
の
理
巾

蒙
古
人
は
一
時
世
界
の
大
部
分
を
支
配
し
た
、
大
民
族
で
今
も
支
那
か
ら
中

央
亜
細
亜
に
か
け
て
、
支
那
本
部
の
数
倍
の
地
域
に
散
在
し
て
ゐ
る
。
殊
に

今
も
昔
の
勇
武
の
性
を
失
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
早
く
か
ら
西
域
を
占
め
て
一
――

千
年
来
の
亜
刺
比
亜
、
波
斯
の
文
化
を
他
へ

、
且
つ
欧
亜
を
通
じ
て
雄
飛
し

た
の
で
世
界
の
文
化
を
吸
収
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
蒙
古
民
族
の
宗
教
、
軍
事

に
関
す
る
各
種
の
文
化
は
意
想
外
に
発
達
し
且
つ
複
雑
で
あ
る
。
特
に
宗
教

及
軍
事
に
関
す
る
金
工
製
作
の
技
術
に
於
て
然
り
で
あ
る
。
ダ
マ
ス
カ
ス
の

刃
物
、
波
斯
、
印
度
の
員
鍮
細
工
、
ル
リ
ス
タ
ソ

、
ス
キ
ー
ト
の
銅
類
に
て

の
彫
刻
を
は
じ
め
古
代
中
世
の
西
域
地
方
に
於
け
る
彫
金
、
鋳
金
、
鍛
金
、

務
を
臨
時
嘱
託
（
十
五
年
四
月
解
園
）
す
る
。

日

同
月
十
日
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即
ち
打
物
等
の
極
め
て
粕
巧
な
技
術
が
夙
く
か
ら
蒙
古
に
侶
来
し
た
事
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
現
に
蒙
古
刀
の
精
鋭
と
、
そ
の
彫
刻
や
飾
装
の
見
事
さ

と
は
、
世
界
に
有
名
で
あ
る
。
ま
た
剛
磁
教
の
佛
像
、
佛
具
装
飾
等
の
細
工

も
優
秀
な
特
徴
が
あ
り
、
余
は
今
年
一
月
張
家
口
を
経
て
大
同
に
至
り
到
る

処
に
於
て
具
さ
に
か
4

る
大
小
の
各
種
金
工
の
製
作
に
接
し
て
称
嘆
措
く
能

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
蒙
古
に
関
す
る
研
究
及
び
資
料
は
極
め
て

乏
し
く
特
に
金
工
作
品
の
如
き
、
こ
れ
に
着
目
す
る
人
す
ら
な

い

の
で
あ

〔
マ
マ
〕

る
。
況
ば
や
、
こ
れ
が
実
物
の
如
き
、
日
本
で
見
る
こ
と
を
得
な
い、

さ
れ

ば
世
人
に
こ
れ
を
説
明
し
て
も
、
た
ゞ
整
く
の
み
で
認
識
も
理
解
も
持
ち
得

な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
余
は
、
ま
づ
國
立
美
術
学
校
に
於
て
、
こ
れ
が
棟

本
と
し
て
多
少
と
も
資
料
を
蒐
集
し
研
究
に
貢
献
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
建
誠
す

る
次
第
で
あ
る
。
絃
に
於
て
余
は
右
の
理
由
に
基
き
聯
か
な
り
と
も
、
國
家

〔観
〕

的
歎
念
よ
り
、
主
と
し
て
北
京
、
張
家
口
、
大
同
、
包
頭
、
熱
河
、
そ
の
他

〔「
標
本
を
蒐
集
す
る
こ
と
に
よ
り
」
の
欠
落
ヵ
〕

蒙
古
の
各
地
に
於
て
帝
図
の
金
工
発
逹
に
資
す
べ
き
を
確
信
す
、
仮
て
金
屈

工
藝
研
究
の
為
め
に
東
京
美
術
学
校
嘱
託
を
拝
命
す
る
こ
と
を
得
ば
凡
て
に

於
て
非
常
な
る
便
宜
を
得
。
適
当
の
小
品
の
金
工
作
品
類
を
蒐
集
せ
ん
と
欲

十
月
三
日

栂
尾
他
家
治
に
代
わ
っ
て
陸
軍
歩
兵
大
佐
長
沢
子
朗
が
本
校
服

務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
月
三
十
一
日

石
黒
宗
吉
に
代
わ
っ
て
陸
軍
歩
兵
少
尉
宮
田
外
喜
雄
が
木

東
京
美
術
學
校
長
芝
田
徹
心
殿

右

江
島
信

ば
幸
甚
で
あ
る
。
行
程
等
に
就
て
は
追
て
申
告
す
べ
し
。

以
上

す
る
若
し、

そ
の
若
干
を
東
京
美
術
学
校
に
寄
托
ま
た
は
寄
附
す
る
事
を
得

十
一

、
束
賓
、
職
員
、
薔
卒
業
生
、
新
卒
業
生
順
次
退
場

式

校
服
務
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

十
一
月
十
日
学
校
長
芝
田
徹
心
は
帝
室
博
物
館
顧
問
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
一
二
十
日
咸
託
鹿
島
則
元
は
近
衛
歩
兵
第
一二
聯
隊
へ
入
営
の
た
め
依
願

解
隅
と
な
る
。

十
二
月
十
六
日

与
さ
れ
る
。

②

卒

業

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
四
日
、
第
四
十
七
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

同
日
よ
り
一
二
日
間
、
校
内
で
卒
業
制
作
品
陳
列
会
が
開
か
れ
た
。
左
記
は
そ
の

記
録
文
書
の
抜
粋
で
あ
る
。

第
四
十
七
回
卒
業
證
書
授
典
式
次
第

一
、
新
卒
業
生
入
場
著
席

二
、
職
員
、
参
列
藷
卒
業
生
著
席

三
、
束
賓
著
席

四
、
校

歌

五
、
學
校
長
式
辟

六
、
卒
業
證
書
授
興

七、

學
校
長
告
辟

八
、
文
郡
大
臣
祝
辟

九
、
卒
業
生
総
代
答
辟

+
、
式
終
了
挨
拶

2面祠一
堂堂堂

同東三東二北—
/ 

午三
ロロロ
ヨ ヨ ミヨ ~月
起リ易tリ枇月リ披 ー

削一

出出出十
I 

立入鐘入鐘入鐘
四

、-`̀‘
時日
ヽ

（
卒
業
生
前
後
敬
證
）

（
卒
業
生
前
後
敬
襦
）

水
谷
武
彦
は
特
別
科
外
講
義
の
謝
俵
と
し
て
八
十
五
円
贈
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